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大原野事業センターでは、２０２５年作付用、水稲

苗の配布作業が始まっています。 

今年は、４月８日に初回の播種が行われ、早生品

種「コシヒカリ」から播種作業が開始され、植付時

期に合わせて中生、晩生品種など５月中旬まで播種

が続けられます。また、苗の配布作業は、6 月上旬

まで続きます。 

近年の温暖化による品質低下を防止する対策とし

て播種期を遅らせ、登熟期に高温が回避できるよう

に工夫しています。事業センターでは、管内以外の地域からも水稲苗の需要が拡大してお

り、２０２５年は、３万６千枚の苗箱を供給する予定です。 

２０２４年は、登熟期が高温となり、

品質低下が全国的に問題となりました。

全国各産地で高温耐性品種の切替が加

速し、高温耐性品種の種子モミ確保が

困難となりました。特に高温耐性品種

「にこまる」については、水稲種子モ

ミ注文同様に苗のご注文をいただいた

皆様にも対応することができず、苗の

配分を余儀なくされてしまい、皆様に

大変ご迷惑をおかけしました。 

ご理解を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

 

 

 

「京おくら」で水分コントロールが安易に出来る特殊な固

化培土において、育苗試験を行いました。昨年は、覆土の量

の問題で育苗がうまくできませんでした。今回は、固化培土

の覆土量を多くするなど、改善し、育苗試験を行いました。

「京おくら」苗を育苗することにより播種時のリスクを軽減

できることや作期がコントロールできるなど安定生産に向

け、普及を目指しています。種子の浸種処理の有無による

生育状況も確認しましたが、初期生育は、異なりました

が、どちらも問題なく生育しました。 
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２０２４年７月に「タケ類」を幼虫が葉を加害し、加害された葉が褐変する被害が管内

において多く発生しました。また、農産物としての「タケノコ」に対する被害か、高温や

少雨など異常気象によるものか判明しておりませんが、２０２５年３月末の出荷量として

は、前年の半数程度にとどまっております。 

２０２５年１月８日、京都府病害虫防除所より、「植物防疫法第２９条第１項に基づく措

置（たけのこのシナチクノメイガに対する防除）」について防除に係る情報が発表されま

した。 

  ※現在、「シナチクノメイガ」を直ちに防除するものでもありませんので、ご注意 

ください。 

 ５月に入り、いよいよ「シナチクノメイガ」の活動時期に入ると思われます。 

まだまだ生態など不明な点等が多く、現在のところ、試験研究機関と協力し、生態を把

握することや有効な防除時期、防除方法など対策を協議しているところです。 

  圃場においての異変や成虫、幼虫の発生、葉の食害など、こまめに確認いただき平 

 年や昨年の状況と比べるなど、異変や気になる点などが、ありましたら、経済部 

営農販売課まで情報提供をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「シナチクノメイガ」情報 


